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定 例 会 議 会 議 録

開 催 日 時 令和５年５月１０日（水）午前１０時００分 ～ 午後０時１０分

開 催 場 所 特別会議室、公安委員会室

区 分 主 管 部『 全 体 会 議 』 議 題 ・ 要 旨

生活安全部【報 告 事項 】 １ 特殊詐欺電話撃退装置等購入費補助金交付事業の実施につい

て

生活安全部長から 「特殊詐欺電話撃退装置等購入費補助金、

交付事業の実施について、報告する。認知件数は本年３月末で

現在７０件と前年同期比で１７件減少しているが、被害金額に

ついては約１億９，４９８万円と前年度比で約５，２５９万円

増加している。特徴としては、件数・被害額ともに６５歳以上

の高齢者被害が７割を超えているほか、預貯金詐欺、還付金詐

欺及びキャッシュカード詐欺盗については固定電話機への架電

がだましの手口となってるものが全体の約９割に及んでいる。

本事業の実施期間は令和５年６月１日から申請の受付を開始し

て、予算がなくなり次第終了となる。補助対象は県内に居住す

る６５歳以上の高齢者となっており、高齢者のみでお住まいの

場合のほか、家族とお住まいの場合でも高齢者が電話を受けや

すい時間帯がある場合には対象となる。補助対象機器は、呼び

出し音が鳴る前に「通話内容を録音します」などと警告を発す

るとともに、複数の内容を自動で録音する機能が内蔵されてい

る固定電話または固定電話機に外部接続可能な、撃退装置が対

象機器となっている。補助予定件数は、昨年の２倍となる６０

０件に拡充しており、補助金額は昨年度同様上限を７千円とし

て、購入費の２分の１を補助する。補助金交付決定までの流れ

は、申請書を購入費の領収書の写しなどとともに申請していた

だき、必要な調査と審査を実施して、補助金の決定を通知書で

、 。送付した後 補助金が口座へ振り込まれる仕組みとなっている

自治体との連携については、特殊詐欺の被害防止は犯人からの

電話を受けることを阻止するための固定電話機対策が重要であ

り、令和３年から実施している当事業を呼び水として、県内各

自治体においても徐々に広がり、現在８自治体でも同種事業を

実施している。今後も犯罪防止のため特殊詐欺電話撃退装置等

。普及に向けた取組を強化する 」と報告があった。

委 員：撃退装置をつけていた方で被害に遭われた方はど

れぐらいいるのか。

生活安全部長：補助金の対象者で被害に遭われた方は１件であ

る。ただし今までの補助件数１，２００～１，３

００台のうちの１件なので、効果は高いと考えて

いる。

交 通 部２ 第１５回宮城県飲酒運転根絶県民大会の開催について

交通部長より「第１５回宮城県飲酒運転根絶県民大会につい

ては、仙台育英高校の生徒が死傷した飲酒運転事件を契機とし

て制定した宮城県飲酒運転根絶条例により、発生日である５月

２２日を飲酒運転根絶の日と定め、県民の飲酒運転根絶に対す

。 、る関心と理解を深める取組を行うこととしている この大会は

毎年開催しているものであり、今年は５月１８日午後１時３０
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分から登米市の登米祝祭劇場、通称「水の里ホール」において

県、県警察、登米市の共催により開催を予定している。今年は

コロナ感染予防のための出席者の制限を行わず、交通安全の関

係機関団体や県民など約６００人の方に出席をいただく予定で

。 、 、ある 大会では 飲酒運転根絶功労者に対する表彰を行うほか

仙台育英高校書道部による飲酒運転根絶の書道パフォーマンス

や同校生徒代表による飲酒運転根絶メッセージの発信などを予

定している。県警察では５月を飲酒運転根絶対策の強化期間と

定め、飲酒運転の取締りを強化するとともに、自治体や関係機

関団体と連携した広報啓発を行うなど、県民の飲酒運転根絶意

。識の更なる高揚を図ることとしている 」。 と報告があった

飲酒運転全体の検挙数や傾向はいかがか。委 員：

交通部長：仙台育英高校の事件が起きる前の平成１７年は県

内で飲酒運転の取締り件数は約２，０００件、飲

酒事故が約２５０件であったが、その後飲酒運転

根絶の意識が高まり、条例が制定され、昨年は飲

酒運転の取締り件数は約４００件、飲酒事故は３

３件と、数字的にはかなり下がってきているもの

の、未だに事故があるのは事実なので、引き続き

根絶に向けた対策を進めてまいりたい。

『 個 別 審 議 等 会 議 』区 分

留置管理課【決 裁 事項 】 １ 宮城県留置施設視察委員会委員の任命について

留置管理課長から、宮城県留置施設視察委員会委員の任命に

ついて説明がなされ、審議の上、決裁が行われた。

警 備 課２ 援助要求について

警備課次長から、警察職員等の援助要求について説明がなさ

れ、審議の上、決裁が行われた。

運転免許課３ 道路交通法の規定に基づく意見の聴取等

交通聴聞官から、運転免許取消処分に係る意見の聴取等の結

、 、 、 。果 １４件の報告と説明がなされ 審議の上 量定が行われた

総 務 課【報 告 事項 】 １ 個人情報開示請求却下決定に対する審査請求に係る宮城県個

人情報保護審査会の答申について

総務課課長補佐から、個人情報開示請求却下決定に対する審

査請求に係る宮城県個人情報保護審査会の答申について報告が

あった。

警 備 課２ 公安条例許可申請について（令和５年４月分）

警備課次長から、令和５年４月中における公安条例許可申請

について、報告があった。

警 備 課３ 小型無人機に関する通報書の受理について 令和５年４月分（ ）

警備課次長から、令和５年４月中における小型無人機等の飛

行に関する通報について、報告があった。


